
津
田
梅
子
新
五
千
円
札
と
黒
田
清
隆
開
拓
長
官

副
会
長
　
岡
　
本
　
征
　
之

　

今
年
、津
田
梅
子
日
本
銀
行
券
が
登
場
し
ま
す
。

　

説
明
に
、女
子
英
学
塾(

現
津
田
塾
大
学)

を
創
設
す
る
な
ど
、近

代
的
な
女
子
高
等
教
育
に
尽
力
し
た
と
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
新
渡
戸
稲
造
か
ら
津
田
梅
子
に
、明
治
時
代
の
教
育
者
と

し
て
共
に
、北
海
道
開
拓
に
尽
力
し
た
黒
田
清
隆
開
拓
長
官
が
関
係
し

て
い
る
事
は
ご
存
ん
じ
で
す
か
？

　

北
海
道
開
拓
の
指
導
者
要
請
の
た
め
、開
拓
次
官
と
し
て
渡
米
、グ
ラ
ン
ト

大
統
領
に
謁
見
、ケ
プ
ロ
ン
氏
を
開
拓
顧
問
と
し
、ま
ず
人
材
の
育
成
が
必
要
と

札
幌
農
学
校
開
校
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
米
国
滞
在
時
、男
女
平
等
・
女
性
が
日
常
生
活
等
で
活
躍
し

て
い
る
姿
を
強
く
意
識
、帰
国
後
、政
府
に
女
性
教
育
が
必
要
と
、

女
子
留
学
生
派
遣
を
認
め
さ
せ
、開
拓
使
予
算
に
よ
り
応
募

し
た
津
田
梅
子
等
五
名
が
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。１
８
７
５

(

明
治
８
年)

に
は
、東
京
か
ら
札
幌
へ
女
学
校
移
転
、生
徒
の

反
対
で
閉
校
の
歴
史
も
あ
り
ま
す
。　

新
五
千
円
札
を
手
に

取
っ
た
時
、札
幌
農
学
校
創
設
・
演
武
場
に
塔
時
計
設
置
、二
代
目
総
理
大
臣

と
な
っ
た
黒
田
清
隆
伯
の
活
躍
を
思
い
出
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
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〞

札幌ハーモニカ倶楽部コンサート 札幌市文化部の皆様

谷会長のご挨拶

ピアノ三重奏の夕べアンサンブルコンサートの夕べ

記
念
演
奏
会

時
計
台
創
建
145
周
年  

記
念
式
典



北
海
道
信
用
金
庫
ひ
ま
わ
り
財
団
の

　
　
　
　
助
成
事
業
に
五
年
連
続
で
選
定
さ
れ
る
。

時計台のある街コンサート琴アンサンブルコンサート

裏
千
家
淡
交
会
に
よ
る
記
念
呈
茶



イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
回
復
で
売
上
復
調

新
商
品
の
開
発
も

売
店
便
り

さっぽろ時計台の会　　入会のご案内

　私たち「さっぽろ時計台の会」は1975年（昭和50年）に結成し、札幌のシンボルとして市民に安らぎを与え

続けてきた時計台を護り育てる活動を、絵画展やコンサートなど時計台まつりを始めとする行事を通して、

広く皆様に知っていただくための文化事業をおこなっています。
　この会の運営は会費、協賛金等で支えられています。札幌市民に限らず趣旨に賛同していただける方は、
どなたでも入会できます。

　大きく変貌した札幌の都心で変わらぬ姿の時計台は、益々貴重な存在となりました。
さっぽろ時計台を愛し、先人の想いを一緒に未来へとつなぐため、皆様のご入会をお待ちしております。

◆会　費　　個人会員　年額　　２,０００円
　　　　　　法人会員　年額　１０,０００円
　　　　　　　　　　　入会を希望される方は、下記事務局までご連絡ください。

【お問合わせ先】　
さっぽろ時計台の会事務局       住所　札幌市中央区北１条西２丁目時計台内
                                                         電話　０１１－２５１－５９４４
                                                         mail  npo-clock@apricot.ocn.ne.jp
　　　　　　　　　　　　　 ホームページ　https://sapporo-tokeidai.sakura.ne.jp
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